
減災のための目標（案）

資料－３

来年は羽越水害から
５０年

「語り継げ！羽越水害 子に孫に」
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荒川の主な特徴

② 花立狭窄部から日本海にかけての下流部は扇状地を形成。
（広範囲に甚大な被害が及ぶ）

③ 水源から河口に達する距離が短く、上流域が急勾配で下流への流入が早い
（水位上昇が早く、住民の避難できる時間が短い）

④ 新潟平野と小国盆地で、気候や降雨特性が変わる。
（下流域の住民が洪水氾濫の危機を察知しにくい。）

① 朝日・飯豊山系の縁辺部と櫛形山脈の間に形成された渓谷部と盆地よりなる中流部。
（浸水深が大きく、洪水が吐けにくい地形）

⑤ 本川は、古くから洪水による災害が発生しており、破堤跡が多数存在する。
（越水以外のリスク）
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■荒川は、大朝日岳に発し、横川、玉川等支川を合わせ、山間狭窄部を流下しながら大石川、女川、鍬江沢川等を合わせ日本海に注ぐ。

■流域は新潟県・山形県及び福島県の3県3市2町1村にまたがり、新潟県岩船地方と山形県西置賜地方の社会・経済・文化の基盤をなす。

■国道7号、113号、羽越本線に加え、平成23年3月に開通した日本海東北自動車道など、広域交通の要衝としての役割を担う。
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丸山大橋（直轄上流端）から下流を望む
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・荒川直轄管理区間
の河床勾配は約
1/300~1/800
・中上流部は渓谷と
盆地が連続した急流
河川、下流部は扇状
地を形成

他河川との河床縦断の比較
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荒川の主な特徴

荒川浸水想定区域図（精査中）

中上流部は貯留型、下流部は拡散型の氾濫形態となり、広範囲に甚大な被害が及ぶ

○中流部では浸水深が大きく、洪水が吐けにくい
○下流部では花立狭窄部から日本海にむけて洪水が拡散していく

破堤点最大包絡

中流部

下流部

花立狭窄部



荒川の降雨特性

出典：気象庁アメダス

小国

中津川

下関

荒川流域平均

月別降水量

■降雨量については、日本海気候に属し、多雨多雪地域であることから、度々、豪雨が発生する。
■ ６月から７月にかけて梅雨前線がしばらく日本列島付近に停滞して、天候が変わりやすく非常に雨の日が多くなり、
過去においてもしばしばこの梅雨明けに前線くずれの豪雨に襲われている。
■秋期においても停滞性の前線により多雨をもたらすこともあり、本流域の豪雨も６月から８月に集中しており、前述の
前線性の降雨によるものがその大部分で、台風に起因するものは少ないのが特徴である。

荒川の主な特徴
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洪水の発生状況

昭和42年8月28日洪水（前線）- 羽越水害 -

関川村下関地区（伊藤邸前）関川村上空より下流をのぞむ

平成16年7月17日洪水（前線）

H16.7.17出水時
（内水による床下浸水3棟）

平成23年6月23日洪水（前線）

H23.6出水状況

（内水による床下浸水１棟）

荒川の主な特徴
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堤防決壊による浸水状況（関川村雲母地区）

高瀬温泉街

荒川

雲母温泉街

荒川
平林小学校

国道7号

国鉄羽越線

＜葛籠山観測所年最大流量(S47～H26)＞

■過去には昭和42年洪水等により甚大な浸水被害が発生しています。近年においては平成7年7月洪水、平成16年7月洪水、
平成23年6月洪水により被害が発生しています。

＜上関観測所年最大流量(S47～H26)＞

H23:3,315m3/s

H16:4,001m3/sS53:4,074m3/s

S56:3,718m3/s

H16:3,284m3/s
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危険箇所番号

地先名

Ｒ１(R-1.25km)

新潟県

村上市福田地先

一連区間における
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5.47
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険水位換算水位
7.25

基準観測所における避

難判断水位
6.57

堤防延長（m） 3,250

堤防状況 完成堤

浸水面積（ha） 1,548

浸水戸数（戸） 1,209

氾濫人口（人） 4,940

被害額（百万円） 39,802

危険箇所番号

地先名

Ｌ１ (L-1.25km)

新潟県

村上市金屋地先
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氾濫人口（人） 452

被害額（百万円） 3,303

危険箇所番号

地先名
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氾濫人口（人） 509

被害額（百万円） 13,117
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堤防延長（m） 2,000

堤防状況 完成堤

浸水面積（ha） 69

浸水戸数（戸） 60

氾濫人口（人） 285

被害額（百万円） 3,031
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■５年間で達成すべき目標

水位上昇が早く洪水の吐けにくい盆地と、広範囲に被害が拡散する
扇状地の氾濫特性を踏まえ、
荒川の大規模水害に対し、

『迅速・確実な避難』 『社会経済被害の最小化』
を目標とする。

※大規模水害・・・想定し得る最大規模降雨に伴う洪水氾濫による被害

※迅速・確実な避難・・・氾濫流の流速が早く、避難が困難となる恐れがあり、氾濫流が到着する前に避難が必要

※社会経済被害の最小化：大規模水害による社会経済被害を軽減し、早期に再開できる状態

減災のための目標（案）
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■ 荒川中流域は、朝日・飯豊山系の縁辺部と櫛形山脈の間に形成された峡谷部と盆地地形であるため、氾濫
流が吐けにくく、浸水継続時間が長期にわたる。

■ 荒川下流域は、花立狭窄部から日本海にかけて扇状地を形成しているため、氾濫流が広範囲に拡散する。
■ 古くから洪水による被害が発生しており堤防には破堤跡が多数あり、越水以外にも水害リスクのある箇所が
存在している。

■ 洪水氾濫により、基幹交通、緊急輸送路である７号,113号線などが長期にわたり浸水するおそれがあり、社会
経済が大きな打撃を受けるため、早期に道路機能を回復させ日常生活を取り戻すため、迅速な排水活動に取
り組む必要がある。


